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   The patient was a 75-year-old man who complained of macrohematuria which had set in from 
April 12, 1988. Under the clinical diagnosis of bladder tumor, total cystectomy with ureterosig-
moidstomy was performed on June 25. During his surgery, we discovered a polypoid lesion of 
the right ureter close to the common iliac artery. The tumor was peanut-sized and had a stalk 
suggesting benign nature, so we resected it. Postoperative pathological examination revealed 
the tumor was transitional cell carcinoma (grade 2) with an inverted growth pattern. Though 
we could find no signs of tumor recurrence, the presence of tumor's residum could not be ruled 
out. We perfoi med nephroureterectomy of the right side on December 19. Follow-up on July 1, 
1989 this patient revealed no tumor recurrence.

(Acta Urol. Jpn. 36: 945-948, 1990)
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緒 言

内反型移行上皮癌 は比較的稀 なタイプの腫瘍Dで あ

り,良 性腫瘍である内反型乳頭腫2)と の鑑別が しばし

ば問題 となる.今 回,わ れわれは尿管に発生 した内反

型移行上皮癌を1例 経験 した ので若干の文献的考察を

加え報告す る.

症

患者:75歳,男 性

主訴:肉 眼的血尿

既往歴=胃 潰瘍,高 血圧症

家族歴=特 記事項 なし

現病歴:1988年4月12日,

頻尿とな り5月16日,

例

肉眼的血 尿出現.次 第に

当科受診.膀 胱鏡検査にて多発

性,非 乳 頭 状,広 基性 の 腫瘍 を 認 め,精 査 加療 目的 に

5月20日,入 院 とな った.

現 症:身 長158cm,体 重45kg.血 圧173/75

mmHg.脈 搏76/分,整.胸 腹 部 理 学 的所 見 異常 な し.

表 在 リンパ節触 知 せ ず.前 立腺;ク ル ミ大,表 面 平

滑,弾 性 硬.

検査 成 績1血 沈6mm/lhr.CRP(一),尿 蛋 白(2

+).尿 沈 渣;赤 血球 多 数.白 血 球5～10/hpf.血 液

生 化学;異 常 な し.レ ノグ ラ ムに 左 右差 は な く,尿 路

通 過障 害 を示 す 所 見 は なか った.

X線 学 的検 査:リ ンパ 管造 影 後 の静 脈 性 腎 孟造 影 で

は尿 管 の陰 影 欠損 の有 無 は判 定 し難 い もの の,尿 流 は

良 好 と思わ れ た.エ コ ー,CTで も腎,尿 管 に異 常 は

なか った.

経 過:5月24日,膀 胱生 検 に て移 行 上 皮 癌grade2
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>grade3,筋 層浸潤な しと診断された.諸 検査にて

遠隔転移を認 めず,6月25日,膀 胱全摘,リ ンパ節郭

清術および尿管S状 結腸吻合術を施行した.

手術所見:尿 路変更術中,右 尿管 の総腸骨動脈交差

部付近に小豆大,有 茎性,表 面平滑な腫瘤を確認.肉

眼的には一応良性 のポ リープと思われたため,腫 瘤の

み摘除後予定通 り手術を終了 した.

尿管腫瘤の病理組織像:移 行上皮癌の異型細胞が厚

く重層 し管腔を形成 す る よ うな形 で増 殖 して い た

(Fig・1).表 層は正 常 の移 行上 皮 で 覆わ れ て い た

(Fig・2).ま た,異 型細胞は一部表層で も見 られ た

(Fig.3).し か し,本 標本では腫瘍茎部が十分に判別

できず,断 端の組織像,尿 管への浸潤度は明らかにで

きなか った.

以上の所 見よ り内反型尿管移行 上皮癌grade2と

診断した.

膀胱腫瘍(Fig。4)は,非 乳頭状,無 茎性移行上皮

癌grade2,pTl,ly(一),v(一),INFβ,前 立腺浸

潤(十)で あった.郭 清 リンパ節に転移はなか った.

術後経過:再 発防止のた めUFTを 投与.静 脈性

腎孟造影,エ コーにて再発を疑わせる所見はなか った

が,腫 瘍残存 も完全に否定 できず12月19日,右 一側尿

路全摘出術 を施行 した.摘 出標本に腫瘍細胞は見 られ

なかった.1989年7月1日 現在,再 発 な く外 来通院中

である.

考 察

内反型増殖形態を 示す移行上皮癌は 比較的稀1)であ

る.下 部尿路 も含め て本邦 では20例 を見 るに すぎな

い.Tablelに 尿管に発生 した6例1・3-6)を,Table

2に 他の尿路に発生 した14例7-18)を示す.尿 管内反型

移 行上皮癌について見てみる と,症 例1,症 例2,症

例4が いずれ も肉眼的血尿で発症 し,静 脈性 あるいは

逆行性腎孟造影で陰影欠損 として腫瘍が 確認 されてい

た.症 例4,例 症5は 腫瘍の茎部に わずかながら移行

上皮癌の所見が見 られ ていた.内 反型尿管移行上皮癌

の治療は,症 例4で 放射線療法が併用 されているもの

の基本的には手術療法が主体であった.

本症 と類似の 増 殖 様 式 を 示 す 玉nvertedpapil一
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Summaryoftransitionalcellcarcinomaoftheureterwithaninvertedgrowthpattern
intheJapaneseliterature

CaseAgeSexSide

No.
ls[symptomGrade Treatment Recurrence Reporter

1

z

3

4

53

66

49

80

Mlet[

Fleft

Mleft

Mright

macrohematuriaG2

macrohematuriaG2

generalfatigueunknown

macrohamaturiaG2

559MrightmicrohematuriaG3

675MrightmacrohematuriaG2

nephro-ureterectomy

nephro-ureterectomy

totalureterectomy

partialureterec[omy
radiation

nephro-ureterectomy

chemotherapy

nephro-ure[erectomy

none(IY)

none(2Y)

none(3M)

unknown

SaitoSeta131

KimuraGetalp'

YamashiSeta且4,

TakeuchiTe[al"

deathofotherdisease(3M)TakeuchiHetals'

none(7M) presentcase

Table2. Summaryoftransitionalcellcarcinomawithaninvertedgrowthpatternexceptforthe

ureterintheJapaneseliterature

Casep
geSexNo.

LocationlstsymptomGrade Treatment Recurrence Reporter

157M

256M

373M

439M

555M

posterior
urethra

bladder

Lt.renal

pelvis

bladder

blabber

649Mbladder

724Mbladder

864Mbladder

9

10

11

12

13

35

65

61

76

76

M

M

M

M

F

bladder

bladder

bladder

bladder

bladder

1431Mbladder

macrohematuria

dysuria

macrohematuria

dysuria

mictionpain

microhematuria

unknownTUR

unknownTUR

unknownnephrectomy,radiotherapy,

unknown

dysuria

macrohematuria

dysuriaGl
macrohematuria

macrohema[uriaGl

macrohematuriaG2

dysuria

macrohematuriaG2

macrohematuria

unknownGl

unknownGl

pollakisuriaG3
dysuria

macrohematuriaGl

chemotherapy,immunotherapy

Gl-2unknown

unknownTUR

TUR

TUR

unknown

unknown

unknownTUR

unknown

unknown

partial,cystectomy

TUR

none(6M)NagaiNeta旦 η

none(4M)UyamaTetales

none(5Y)UyamaTetal9}

none(1M)KawachiYetaPOl

unknownWatabeMetaP"

none(1Y)MatukiKetall2}

none(6M)KurookaYetal且3)

noneNishiTeta114'

none

unknown

unknown

unknown

unknown

NishiTeta114,

KatoFeta115'

TonoikeTetalie)

TonoikeTetalpsi

HayashidaEeta1171

none(3Y7M)YokoyamaOeta1181

loma19)は,と もに肉眼上,有 茎性,表 面平滑のことが

多 く,組 織学的な鑑別にゆだねられる.症 例4の ごと

く,invertedpapmomaの 詳細な病理学的検索に よ

り異型性を有す る悪性変化の混在が 認め られたとの報

G20,2Uも あ り,両 疾患の鑑別は慎重に しなければな ら

ない.ま た,内 反型増殖 を示す本腫瘍は肉眼的診断が

困難 と思われ,今 回の ようにた とえ肉眼的に良性腫瘍

と考え られて も術中迅速病理検査 は施行 してお くべき

であった.本 症は 肉眼的所見のみか ら良性腫瘍 と判断

したが,仮 に,悪 性腫瘍 を疑 っていれば両側尿管皮膚

痩を増設 し尿管鏡で再発をチェックする とい う方法も

検討に値 した と考 える.

自験例 の膀胱腫瘍 との関係は腫瘍 の肉眼的発育形 式

が異なっている こと,粘 膜下に連続的発育がなか った

こと,リ ンパ管浸潤が見 られなか った ことか らお互 い

独立 した腫瘍 である可能性が強 く示唆 された.

自験例の治療は腫瘍残存の可能性を考え,一 側尿路

全摘出術 とした.時 期 は当初,第1回 目の手術の3カ

月後を予定 していたが抗生剤投与に よる肝機能障害 が

起こったため6ヵ 月後 とな った.放 射線療法,化 学療

法 も考慮 したが明 らか な再発の徴候がなかったので,

手術可能な うちに腫瘍残存の最 も疑われ る尿路を直接

摘 出することとした.

内反型移行上皮癌 の予後につ いては,膀 胱で発生 し

たもので悪い とい う報告zz)が見 られている。尿管に発

生 した 自験 例 でも慎重 な経過 観察が 必要 と考え てい

る.

結 語

尿管に発生 した内反型移行上皮癌について若干の文
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献的考察を加x報 告 した,

文 献
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